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東久留米分院 
会  報 

 

２０２５（令和７）年８月号 

東久留米分院は、あなたのお寺です   法事・葬儀等の相談もお気軽にどうぞ！ 

 
 

   
 

い
よ
い
よ
夏
本
番
の
今
日
こ
の
頃
、 

皆
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。 

さ
て
、
梅
雨
が
明
け
る
と
同
時
に
、毎

日
厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て
お
り
ま
す
。 

先
日
は
、
福
島
県
や
群
馬
県
で
四
十

度
に
迫
る
気
温
が
観
測
さ
れ
ま
し
た

ね
。 

 
 

暑
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
く
る
こ
の
季

節
、
毎
年
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
の
が

「
熱
中
症
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
」
な
ど
、

適
切
な
水
分
補
給
や
エ
ア
コ
ン
使
用
を

呼
び
か
け
る
声
。
毎
年
の
よ
う
に
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
じ
く
ら
い
、

熱
中
症
で
多
く
の
方
が
救
急
搬
送
さ

れ
て
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
。
「
自
分
は

気
を
つ
け
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
油

断
せ
ず
暑
さ
対
策
し
ま
し
ょ
う
。 

 

ち
な
み
に
、
油
断
は
も
と
も
と
仏
教

に
ル
ー
ツ
が
あ
る
知
っ
て
ま
し
た
？ 

詳
し
く
は
、次
の
コ
ー
ナ
ー
で
！ 

  

油
断
（
ゆ
だ
ん
） 

 

油
断
大
敵
、
油
断
は
怪
我
の
元
、

な
ど
「
こ
と
わ
ざ
」
に
も
使
わ
れ
て
い

る
〈
油
断
〉
と
い
う
言
葉
。 

〈
油
断
〉
の
起
源
は
多
く
の
仏
典

に
垣
間
見
ら
れ
ま
す
。 

例
と
し
て
、
『
涅
槃
経
（
ね
は
ん
ぎ

ょ
う
）
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
説
話
が

あ
り
ま
す
。 

あ
る
王
様
が
臣
下
に
油
の
入
っ
た

一
つ
の
鉢
を
持
た
せ
、
行
動
す
る
時

に
も
し
油
を
一
滴
で
も
こ
ぼ
せ
ば
、

お
前
の
命
を
断
つ
で
あ
ろ
う
と
告
げ
、

抜
刀
し
た
家
来
を
そ
の
臣
下
の
後
に

つ
け
さ
せ
ま
し
た
。 

鉢
を
持
っ
た
臣
下
は
注
意
深
く
そ

の
鉢
を
持
っ
て
ゆ
き
、
つ
い
に
一
滴
も

油
を
こ
ぼ
す
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
い

ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
注
意
深
く
あ
る
こ
と 

    で
、
油
を
断
つ
こ
と
が
な
か
っ
た
、
と
い

う
事
か
ら
〈
油
断
〉
と
い
う
言
葉
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
初
期
仏
典
に

は
、
神
仏
に
捧
げ
る
灯
火
を
絶
や
さ

ぬ
よ
う
、
油
を
断
た
な
い
よ
う
に
大
切

に
す
る
、
と
い
う
教
え
も
多
く
存
在

し
、
そ
こ
か
ら
〈
油
断
〉
と
い
う
言
葉

が
生
ま
れ
た
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
古
代
イ
ン
ド
で

は
〈
油
〉
と
い
う
も
の
が
大
変
貴
重
な

物
で
あ
り
、
不
注
意
で
油
を
損
失
し

て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
戒
め
の
言
葉

と
し
て
〈
油
断
〉
が
生
ま
れ
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
も
油
断
せ
ず
に
日
々
を
送

っ
て
く
だ
さ
い
ね
。 

 

 

「
熱
中
症
に
ご
注
意
を
」 

 

意
外
と
知
ら
な
い
仏
教
語 



 

－２－ 

 

稲木先生には栃木県からお越しいただきました 

７月がお誕生日の方と（私[伊藤]も７月） 

毎回白熱のお供物ジャンケン！ 

      

 

       

 
 

      

     

                  

          

  

   

 

   

 

 

ご講師：稲木 義成 師（栃木県 観専寺） 

勉強会： 伊藤主管 

 

7月 13日（日） 午後１時～   当日は、暑さの厳しいなか１３名の方が参加 
くださいました。皆さん、暑さに負けず本当に 
熱心に聴聞してくださいました。 
また、お経の勉強会は、初めて唱えるお勤め 
だったという方も多いなか、大きな声で唱えて 
いただきました！ 



 

  

         

  

   

 

 

  

 

      

              

 

東久留米分院からのお知らせ 
 

 

【盂蘭盆会・総永代経法要について】 

   暑い日が続いておりますが、皆さまお変わりありませんか？ 

さて、例年この時期に開催しております盂蘭盆会・総永代経法要につきまして 

今年は、８月１１日（月祝）午後１時から開催いたします。 

当日の法要に参拝されます方は、過去帳を持参くだされば、本堂の仏さまの前に 

置いてお勤めいたします。皆様のご参拝をお待ちしております！ 

 

記 

                 

日時   ８月１１日（月祝）  午後１時から 

場所   東久留米分院 本堂にて 

内容   盂蘭盆会・総永代経法要・法話 

 

 

〇盂蘭盆会の由来 
 

盂蘭盆会（うらぼんえ）は、古代インドの「ウランバナ」という言葉に由来し、「逆さづり

の苦しみ」を意味します。これは、お釈迦様の弟子である目連尊者が餓鬼道に堕ちた母

を救おうとした故事に基づきます。 

ただし、浄土真宗では、餓鬼道に落ちた目連尊者の母は私たちの代表と見ていきま

す。餓鬼道とは、常に激しい飢えと渇きに苦しむ世界ですが、生前の強い貪欲や物惜し

みの心が原因で堕ちる世界と言われています。そう考えたとき、私たちは、日々、餓鬼道に

落ちる因を作り続けているのではないでしょうか。そんな私たちですが、阿弥陀如来の力

で救われていくという教えに出遇わせていただいたご縁を深く味わい・喜ぶ法要として

営まれるのが浄土真宗の盂蘭盆会で、「歓喜会（かんぎえ）」とも呼ばれます。 

 

盂蘭盆会・総永代経法要は、どなたでも参拝いただけます。皆様のご参拝をお待ちして

おります。過去帳を持参くだされば、本堂の仏さまの前に置いてお勤めいたします。 
 

            

以上 



  

－４－ 

東久留米分院の  行 事 案 内 
                            ―Schedule― 

 

                                    

８月の行事予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月の行事予定 
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後
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い
つ
も
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と
も
し
び
」
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読
み
い
た
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き 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

夏
真
っ
盛
り
の
八
月
、
こ
の
季
節
に
毎
年
恒

例
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
高
校
野
球
・
盆
踊

り
・
夏
祭
り
な
ど
な
ど
。
今
年
は
、
い
く
つ
行
わ

れ
る
で
し
ょ
う
ね
。
熱
中
症
の
心
配
や
担
い
手

不
足
な
ど
で
中
止
に
な
っ
た
行
事
も
あ
る
と
お

聞
き
し
て
い
ま
す
。
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
た

行
事
が
当
た
り
前
で
は
な
か
っ
た
の
だ
と
改
め

て
感
じ
た
出
来
事
で
す
。
多
く
の
当
た
り
前
は
、

実
は
有
難
い
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。 

秋季彼岸会 

先
月
の
ご
進
納 

【
お
仏
飯
米
】 

神
谷 

正
弘 

様 
 

山
下 

肇 

様 

髙
橋 

操 

様 

 
 
 
 
 
 
 

（
順
不
同
） 

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

ご講師：澤田 唯  師（茨城県 安楽寺） 

                                   

過去帳をご持参くだされば、阿弥陀様の前に置い

てお勤めします。是非ご参加ください。 

 

９月２３日（火祝） 午後１時～ 

８月１１日（月祝） 午後１時～ 

８月３日（日） 午前８時頃～ 

奉仕活動 
毎月第一日曜日の晨朝勤行（朝のおつとめ）の後、 

有縁者の皆様で奉仕活動を行っています。 

皆さまのご参加お待ちしております。 

盂蘭盆会・総永代経法要 ご講師： 白川 憲仁  師（東京都 正法寺） 

                                   

お盆や仏さまのお話を、やさしく・わかりやすくお話

くださいます。是非お越しください。 

 


